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磁気嵐時の中緯度東西磁場変動とその対流電場との関係

East-west geomagnetic variations at mid-latitudes during magnetic storms and their
relation with the convection electric field
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夜側中緯度のおける地上磁場の東西成分の擾乱は，主として沿磁力線電流に起因するものであると考えられる．

本研究では，1999 年，2000 年の 2 年間に発生した地磁気嵐について中緯度の東西磁場変動を解析し，以下のよう

な特徴を見出した．

 1. 対流電場が発達すると，夜側の広い範囲で上向き沿磁力線電流に対応する磁場変動が見られる．

 2. 磁気嵐の主相においても，あまり大規模な磁気嵐でない限り，夜側では上向き沿磁力線電流に対応する磁

場変動が顕著となる．

 3. 磁気嵐の主相の開始時と終了時は，region-1 sense の変動が dominant になっていることが多いが，それ

以外の時間は region-2 sense の変動が dominant になることが多いようである．

また，夜側の上向き電流 sense 磁場変動と，ring current の強さとの関係についても，議論する予定である．


